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意見概要

優秀な若手研究者育成には、長期大型競争資金しかない！

産官学連携の意識の違いが、成果利活用の足枷に

潤沢な資金だけではなく、柔軟な利用制度に
マッチングファンドや、特定年度への重点配分

 PM業務に対する支援が必須

知財に配慮した採択審査時の非公開制度の導入

研究開発プラットフォームの整備
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若手研究者の現状

27歳で博士後期課程修了後、多くはポスドクを数年経験
特任（特定）助教

期間：半年〜３年程度

求められる研究活動
プロジェクトの遂行

トップカンファレンスでのアクセプト

業績数（ジャーナル、査読付き会議）

競争的資金のためのプロポーザル作成

任期が短いと次のポスト探しの負荷が研究活動を圧迫

長期大型競争的資金による若手研究者育成が必要
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競争的資金制度実施状況
2006年 科学研究費補助金 若手研究（B）

 「個人適応型バーチャルポータルサイト実現のためのユーザ利用特性抽出技術に関する研究」

2006年 科学研究費補助金特定領域研究「情報爆発IT基盤」公募班（分担者）
 「ユビキタス情報社会での情報爆発に適した検索・分類・統合化手法」

2007年 科学研究費補助金特定領域研究「情報爆発IT基盤」（分担者）
 「偏在的情報爆発に対応したユビキタスコンテンツ管理基盤技術の研究」

2007年 戦略的情報通信研究開発推進制度（SCOPE）若手ＩＣＴ研究者育成型
 「パーベイシブ3D Webコンテンツ実現のための研究開発」（分担者）

2008年 （独）情報通信研究機構 高度通信・放送研究開発（機関実施責任者）
 「電気通信サービスにおける情報信憑性検証技術に関する研究開発（課題ア）」

2009年 科学研究費補助金 若手研究（B）
 「情報発信者および受信者の信頼性評価尺度分析に基づく情報推薦技術に関する研究」

2009年 科学研究費補助金特定領域研究「情報爆発IT基盤」（分担者）
 「偏在性に着目したユビキタスコンテンツ利活用技術の研究開発」

2009年 （独）情報処理推進機構（IPA）未踏IT人材発掘・育成事業上期未踏本体
 「つながる検索エンジンの開発」

2010年 戦略的情報通信研究開発推進制度（SCOPE）若手ＩＣＴ研究者育成型
 「ソーシャルクラウド型新世代知識情報獲得支援システムの研究開発」
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NICT 高度通信・放送研究開発

「電気通信サービスにおける情報信憑性検証技術に関する研究開発
（課題ア：Webコンテンツの分析技術 ）」
H19年度〜H22年度：総額約4.5億

産官学連携による取り組み
京都大学、京都産業大学、兵庫県立大学

きざしカンパニー、協力機関：Yahoo!
NICT（自ら研究）

最難関国際会議における併設ワークショップ連続開催
CIKM2008, WWW2009, WWW2010, WWW2011

定期的な進捗会議（年３回）による密な連携
各機関での課題発見と解決

→萌芽研究にも発展 →発表件数180件以上、受賞16件
他機関との連携による実証実験

→きざしカンパニー、Yahoo!ラボでの公開
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情報信憑性検証技術（Webコンテンツ）
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Web画像の典型度・過不足性・整合性の分析
映像・音声の偏り分析や
視聴者評価情報の分析

Webアーカイブを用いた電子地図の
誤記載度・未記載度の分析

検索ページの内容のメジャー度、
話題網羅度、社会的な支持情報の分析

発信者のセンチメント分析、
熟知度分析

１）Web上にあるマルチメディア情報の信憑性検証技術１）Web上にあるマルチメディア情報の信憑性検証技術

２）Webテキスト情報の信憑性検証技術２）Webテキスト情報の信憑性検証技術

１）Web上にあるマルチメディア情報の信憑性検証技術

２）膨大なWebテキスト情報から信憑性を検証する技術



 情報発信者ごとの多様なセンチメントや熟知度を分析
 話題に対する発信者のセンチメントや熟知度を抽出

例）「政党Ａ」に対する「新聞社α」のセンチメントは批判的

 センチメント傾向の違いから信憑性を判定

各「記事」の内容に対する信憑性判断支援が可能に
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Webテキスト信憑性：発信者分析



発信者分析に基づく信憑性評価技術の主な成果（期間全体）
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センチメント分析および熟知度分析：

記事の信憑性判断支援システム開発

ニュース記事
閲覧

(1) 記事のセ
ンチメント

(2) 過去の報道傾
向

(3)他サイトの
報道傾向

感情表現辞書とセンチメント分析システムの開発

ブログ情報発信者信憑性判定機能の開発

対立するサイトの発見と
関連記事閲覧が可能

定量的評価結果と成果公開

センチメント分析 熟知度分析

各記事の信憑性数値に対する
人とシステムの評価結果：
80％以上で一致

対象トピックに対して、上位5%の
熟知ブロガーの記事の信憑性評
価結果：80.6%以上

センチメント算出処理時間および熟知度算出処理時間

センチメント算出処理時間 1記事：6~7秒、100記事：10秒

熟知度算出処理時間 約３秒

公開サービス：

一貫性、是々非々判断
支援

ニュースの話題に対する
センチメント分析システム

辞書に登録されて
いる単語数

約25万語

辞書構築に用い
た記事数

約300万記事
（6年分）

対象センチメント
※自由に設定可

明るい⇔暗い
承認⇔拒否
緩和⇔緊張
怒り⇔恐れ

うれしい⇔怒り
楽しい⇔悲しい
のどか⇔緊迫

感情表現辞書

http://nict10.cse.kyoto-
su.ac.jp/yahoo/bookmarklet/
http://kizasi.jp/labo/nict_h20/

辞書提供 ： 京都大、千葉工業大、筑波大、京都産業大

ブログ著者の熟知領域
と全ブロガー中の順位
を％にて表示

ブログ著者の熟知度を
グラフで表示

ブログ検索エンジン
検索結果
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SCOPE 若手ICT研究者育成型研究開発
ソーシャルクラウド型新世代知識情報獲得支援システムの研
究開発
H22年度〜H24年度：予算総額約2700万（間接経費別）

欲しい「情報」だけでなく「人」をも同時に発見し

それらを利活用できる検索コミュニケーションサービス

2011年 5月 13日

9

検索サービス

素早く情報を入手
網羅性が高い

コミュニケーション
サービス

質の高い情報
柔軟な質問が可能

google

☆即時性
☆網羅性
☆質
☆柔軟性

全てを実現

4月にNTTレゾナントから「ぺちゃくちゃ検索」でリリース予定

Webの新たな世界の創造に挑戦



ソーシャルクラウド型新世代知識情報獲得
支援システム （リリースにむけて）
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実施当事者としての問題意識①

「産官学連携」の意識の違い
連携して実用化へむけてという面では一致

全てが連携して一つの成果物の開発を要求

多種多様な情報（コンテンツ）が広く世間に普及している現状で利活用
の幅を狭める方向では？

精度検証と実証実験
定量的評価が難しい研究開発

実用化や検証の側面からは実証実験によるユーザフィードバックがより
重要

資金利用面
PDは他の競争的資金に応募できない、非常勤ができない

若手育成の考慮が不十分では？
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実施当事者としての問題意識②

資金の柔軟な繰り越し可能化
年度毎に一定資金ではなく、研究実施期間全体を通した資金分配

多段階選抜制度導入
優れた研究には潤沢な資金

経験：H22年度SCOPE若手応募に至るまで実質的に多段階選抜
前年の2009年に未踏で基礎研究を実施

→実用化に向けて

年度単位の細かい予算計画やポスドク雇用など研究開発内容以外の作業負荷が
高い

コーディネータや企業による実証実験支援
経験：PM（プロジェクトマネージャー）の重要性
研究開発に関する議論

実用化のために研究内容に即した企業等他機関の紹介

→共同研究契約へ

コーディネータや企業との連携のための助成金支援
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実施当事者としての問題意識③

実用化のためのマッチングファンド
経験：産学が密に連携することで実用化が加速

国のマンチングファンドが重要な役割

特許（知的財産）
経験：課題採択時内容に関して非公開にし、特許申請後に公開

知財に関する助成金支援

人材育成の重要性
経験：複数のファンドによる人材育成

PDには国際競争を常に意識した研究・開発・論文活動が必要

次のステップのために多くの論文発表が求められる

国際競争、実用化のための人材育成を考慮した予算規模（期間）
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実施当事者としての問題意識④
研究開発成果の蓄積・共有・流通の課題
現状：学術文献の共有・流通のための学術情報基盤、ハイパフォーマンスコ
ンピューティング等のための計算機基盤については整備が進行

一方、競争的資金により研究開発された先端的ICT技術を大規模なテスト
データや計算機環境に対して適用・検証する基盤がない

また、論文以外の研究成果物（ソフトウェア、ツール、コーパス等）を一元的
に蓄積、共有、流通していく基盤も未整備

 若手研究者における研究リソースの限界
経験：競争的資金で研究開発した技術を検証、公開して使ってもらおうとす
ると、若手研究者単独では研究リソース（人的、予算的資源）では限界

ハイリスクな先端的研究のための研究開発プラットフォーム
提言：民間でのハイリスクな先端的ICT技術をテストベッド的に試験運用・検
証するような、応用展開や社会還元を支援する研究開発プラットフォームの
整備が不可欠
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